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三田市条例第  号 

 

   職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例 

 

職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例（昭和３５年三田市条例第３０号）

の一部を次のように改正する。 

第８条第１項中「１の年」を「１の年度」に改め、同条第３項中「翌年」を「翌

年度」に改める。 

第１７条第３項中「１暦年」を「１年度」に改める。 

付則に次の２項を加える。 

（年次休暇の特例） 

４ 令和３年１月１日から同年３月３１日までにおける職員の年次休暇の日数は、

第８条第１項の規定にかかわらず、７日（再任用短時間勤務職員及び任期付短時

間勤務職員においては、１週間の勤務日の日数を５で除して得た数を７日に乗じ

て得た日数（１日未満の端数があるときは、これを四捨五入して得た日数））を限

度として規則で定める日数とする。 

５ 第８条第３項の規定にかかわらず、令和２年１２月３１日に生じた年次休暇の

残日数のうち、同項の規定により繰り越した日数については令和３年１月１日か

ら同年３月３１日までの間に、その余の日数については令和３年度にそれぞれ繰

り越してこれを与えることができる。 

   付 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第８条第１項及び第３項並びに

第１７条第３項の改正規定は、令和３年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の職員の勤務時間その他の勤務条件に関する条例（以下

「新条例」という。）付則第４項の規定による年次休暇に残日数が生じた場合は、

新条例第８条第３項の規定にかかわらず、令和４年まで繰り越してこれを与える

ことができる。 

 

 


